
(57)【要約】

【課題】　セミの産卵による被害を極力低減させ、かつ

外被の剥離作業を容易とする光ファイバケーブルを提供

することを課題とする。

【解決手段】　一平面１Ａ内で光ファイバ心線２と該光

ファイバ心線に平行に配された抗張力線３とを有し、該

光ファイバ心線と抗張力線が一つの外被４により被覆さ

れ、該外被が上記一平面１Ａに平行な一対の外側面４Ａ

を有し、該外側面に光ファイバ心線の軸線方向へ延びる

外被切り裂き用の切欠溝５が形成されている光ファイバ

ケーブルにおいて、切欠溝５は、上記軸線に対して垂直

な断面にて、上記外側面４Ａにおける開口部５Ａから上

記一平面１Ａに対して直角もしくは光ファイバ心線２か

ら遠ざかる方向で外被内方へ延びた後に屈曲されて光フ

ァイバ心線２に近づくように延びている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 平 面 内 で 光 フ ァ イ バ 心 線 と 該 光 フ ァ イ バ 心 線 に 平 行 に 配 さ れ た 抗 張 力 線 と を 有 し 、 該
光 フ ァ イ バ 心 線 と 抗 張 力 線 が 一 つ の 外 被 に よ り 被 覆 さ れ 、 該 外 被 が 上 記 一 平 面 に 平 行 な 一
対 の 外 側 面 を 有 し 、 該 外 側 面 に 光 フ ァ イ バ 心 線 の 軸 線 方 向 へ 延 び る 外 被 切 り 裂 き 用 の 切 欠
溝 が 形 成 さ れ て い る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に お い て 、 切 欠 溝 は 、 上 記 軸 線 に 対 し て 垂 直 な 断
面 に て 、 上 記 外 側 面 に お け る 開 口 部 か ら 上 記 一 平 面 に 対 し て 直 角 も し く は 光 フ ァ イ バ 心 線
か ら 遠 ざ か る 方 向 で 外 被 内 方 へ 延 び た 後 に 屈 曲 さ れ て 光 フ ァ イ バ 心 線 に 近 づ く よ う に 延 び
て い る こ と を 特 徴 と す る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 切 欠 溝 は 溝 内 部 が 開 口 部 よ り も 溝 幅 が 小 さ い こ と と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 光 フ ァ イ バ ケ
ー ブ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル 、 特 に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 と 抗 張 力 線 が 一 つ の 外 被 に よ り
被 覆 さ れ 、 こ の 外 被 の 外 側 面 に 外 被 の 切 り 裂 き 用 の 切 欠 溝 が 形 成 さ れ て い る 光 フ ァ イ バ ケ
ー ブ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 架 空 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル か ら 各 家 庭 や オ フ ィ ス に 引 き 込 む ケ ー ブ ル は 、 引 き 落 と し ケ ー
ブ ル （ ド ロ ッ プ ケ ー ブ ル ） と 称 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 ド ロ ッ プ ケ ー ブ ル は 単 心 な い し 複 数 心 の 光 フ ァ イ バ 心 線 と 、 こ れ を 挟 む よ う に し
て 平 行 に 位 置 す る 抗 張 力 体 を 外 被 で 被 覆 し た 構 造 と な っ て い る 。 ケ ー ブ ル を 機 器 に 接 続 す
る 際 に 、 内 部 の 光 フ ァ イ バ 心 線 を 取 り 出 し 易 く す る た め に 、 被 覆 外 周 面 に は 、 光 フ ァ イ バ
心 線 の 直 上 位 置 に 、 ケ ー ブ ル 長 手 方 向 に 延 び る 断 面 Ｖ 字 形 の 切 り 裂 き 用 の 切 欠 溝 （ ノ ッ チ
） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 敷 設 さ れ た こ の よ う な ケ ー ブ ル に 対 し て セ ミ が 産 卵 行 動 す る こ と に よ り 内 部 の 光
フ ァ イ バ 心 線 が 断 線 す る ケ ー ス が 多 発 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 に 、 上 記 切 欠 溝 の 深 部 で 産 卵 管 が 外 被 に 突 き 刺 さ れ る と 光 フ ァ イ バ 心 線 ま で の 距 離 が
短 い た め に 、 あ る い は 外 被 を 切 り 裂 き や す く す る た め に 切 欠 溝 が 開 口 部 か ら 光 フ ァ イ バ 心
線 に 向 け て 延 び て い る た め に 、 産 卵 管 が 光 フ ァ イ バ 心 線 に ま で 届 い て し ま っ て 、 こ の 産 卵
管 で 光 フ ァ イ バ 心 線 を 損 傷 す る 危 険 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ で は 、 添 付 図 面 の 図 ４ に 示 さ れ る ご と く 、 ケ ー ブ ル 外 被 ５ １ の 外 周
面 に 開 口 し て 設 け ら れ る 切 欠 溝 ５ ２ を 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ５ ３ と こ れ を 挟 む よ う に 該 光 フ ァ
イ バ 心 線 と 平 行 に 位 置 す る 抗 張 力 体 ５ ４ と を 含 む 平 面 に 平 行 な 外 被 外 側 面 ５ ５ に お け る 位
置 で 、 切 欠 溝 ５ ２ の 最 深 部 ５ ２ Ａ が 光 フ ァ イ バ 心 線 ５ ３ の 位 置 か ら ず ら さ れ て い る よ う に
す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ に よ る と 、 上 記 切 欠 溝 の 最 深 部 直 下 に 光 フ ァ イ バ 心 線 ５ ３ が 位 置 し な い よ う
に し て 、 切 欠 溝 へ セ ミ の 産 卵 管 が 突 き 刺 さ れ た と し て も 、 産 卵 管 が 光 フ ァ イ バ 心 線 ５ ３ に
外 傷 を 与 え る 虞 れ を 低 減 さ せ る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ９ ０ ５ ９ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 特 許 文 献 １ に よ る ケ ー ブ ル で は 、 切 欠 溝 の 開 口 位 置 を 光 フ ァ イ バ 心 線 の 直 上 位 置 （ 光 フ
ァ イ バ 心 線 か ら 最 も 近 い 位 置 ） か ら ず ら し て い る の で 産 卵 管 が 光 フ ァ イ バ 心 線 を 損 傷 す る
危 険 は 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 一 方 で は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 接 続 時 に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 を 被 覆 内
部 か ら 取 り 出 す 作 業 を 容 易 と す る た め に は 、 切 欠 溝 の 位 置 は 光 フ ァ イ バ 心 線 の 位 置 に 近 い
方 が 望 ま し い 。 し た が っ て 、 か か る 事 情 を 考 慮 す る と 、 上 記 切 欠 溝 は 光 フ ァ イ バ 心 線 の 位
置 か ら あ ま り 遠 く す る こ と も で き な い 。 特 許 文 献 １ で は 、 切 欠 溝 の 最 深 部 は 光 フ ァ イ バ 心
線 位 置 か ら 外 れ て は い る が 、 外 被 の 剥 離 容 易 性 を 考 慮 し て 可 能 な 限 り 心 線 位 置 の 近 傍 に 位
置 す る た め 、 上 記 損 傷 の 可 能 性 に 対 し て 、 十 分 に 安 全 で あ る と 言 え る ほ ど 離 間 は さ れ い な
い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 １ の 切 欠 溝 に 対 称 な Ｖ 字 状 に 形 成 さ れ て い る の で 産 卵 管 は 外 被 の 外
側 面 に 対 し て 直 角 方 向 に 突 き 刺 さ る 可 能 性 が 高 く 、 そ の 結 果 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 近 傍 に 突
き 刺 さ る こ と に な る の で 、 こ の 点 で も 十 分 に 安 全 と は 言 い 難 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 セ ミ の 産 卵 に よ る 被 害 を 極 力 低 減 さ せ 、 し か も 、 外
被 の 剥 離 作 業 を 容 易 と す る 外 被 を も っ た 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル は 、 一 平 面 内 で 光 フ ァ イ バ 心 線 と 該 光 フ ァ イ バ 心 線 に
平 行 に 配 さ れ た 抗 張 力 線 と を 有 し 、 該 光 フ ァ イ バ 心 線 と 抗 張 力 線 が 一 つ の 外 被 に よ り 被 覆
さ れ 、 該 外 被 が 上 記 一 平 面 に 平 行 な 一 対 の 外 側 面 を 有 し 、 該 外 側 面 に 光 フ ァ イ バ 心 線 の 軸
線 方 向 へ 延 び る 外 被 切 り 裂 き 用 の 切 欠 溝 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 か か る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に お い て 、 本 発 明 で は 、 切 欠 溝 は 、 上 記 軸 線 に 対 し て 垂 直 な
断 面 に て 、 上 記 外 側 面 に お け る 開 口 部 か ら 上 記 一 平 面 に 対 し て 直 角 も し く は 光 フ ァ イ バ 心
線 か ら 遠 ざ か る 方 向 で 外 被 内 方 へ 延 び た 後 に 屈 曲 さ れ て 光 フ ァ イ バ 心 線 に 近 づ く よ う に 延
び て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 本 発 明 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル で は 、 切 欠 溝 の 開 口 部 が 光 フ ァ イ バ 心 線
か ら 遠 く 位 置 さ せ る こ と が で き 、 し か も 開 口 部 が 外 被 の 外 側 面 近 傍 で は 上 記 一 平 面 に 対 し
て 直 角 も し く は 光 フ ァ イ バ 心 線 か ら 遠 ざ か る よ う に 向 い て い る の で 、 セ ミ が 開 口 部 で 産 卵
管 を 外 被 に 突 き 刺 し て も 、 そ の 位 置 が 光 フ ァ イ バ 心 線 か ら 離 れ て お り そ し て そ の 向 き が 光
フ ァ イ バ 心 線 方 向 で は な い の で 、 光 フ ァ イ バ 心 線 を 損 傷 す る 虞 れ が な い 。 さ ら に 、 上 記 切
欠 溝 は 、 外 被 の 内 部 で 、 向 き を 変 え て 屈 曲 さ れ た 後 に 光 フ ァ イ バ 心 線 に 近 づ い て い る の で
、 外 被 の 剥 離 作 業 が 容 易 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 切 欠 溝 は 溝 内 部 が 開 口 部 よ り も 溝 幅 が 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 溝 内 部
の 溝 幅 が 狭 く な っ て い る こ と で 、 セ ミ 自 体 が 溝 内 部 に 入 る こ と が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 外 被
の 剥 離 の た め に は 溝 内 部 の 溝 幅 は 狭 く て も 何 ら 支 障 な く 、 剥 離 容 易 性 を 確 保 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 切 欠 溝 の 開 口 部 を 光 フ ァ イ バ 心 線 位 置 か ら 遠 く 離 間 す る と 共 に 、 開 口 部 が 、
光 フ ァ イ バ 心 線 と 抗 張 力 線 と を 含 む 一 平 面 と 平 行 な 外 被 の 外 側 面 に 対 し て 直 角 に 延 び た 後
に 屈 曲 し て 光 フ ァ イ バ 心 線 に 近 づ く よ う に 形 成 す る こ と と し た の で 、 セ ミ が 産 卵 管 を 突 き
刺 し て も 、 光 フ ァ イ バ 心 線 を 傷 つ け る こ と が な く な る 。 セ ミ が 切 欠 溝 の 深 部 に 産 卵 管 を 突
き 刺 し て も 、 こ の 場 合 、 産 卵 管 は 光 フ ァ イ バ 心 線 か ら 遠 い 位 置 で 刺 さ れ る こ と と な り 、 し
か も そ の 向 き が 外 被 に 対 し て 直 角 で あ っ て 光 フ ァ イ バ 心 線 に 向 く 方 向 と な ら ず 、 セ ミ が 産
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卵 管 を 突 き 刺 す 方 向 を 上 記 一 平 面 に 直 角 な 方 向 に 誘 導 す る の で 光 フ ァ イ バ 心 線 を 傷 め る こ
と が な い 。 ま た 、 仮 に 、 セ ミ が 切 欠 溝 の 開 口 部 で な く 光 フ ァ イ バ 心 線 に 最 も 近 い 直 上 位 置
で 産 卵 管 を 突 き 刺 し て も 、 こ の 直 上 位 置 の 内 部 は 厚 く 外 被 で 覆 わ れ て い る の で 、 光 フ ァ イ
バ 心 線 ま で は 十 分 に 距 離 が あ り 、 光 フ ァ イ バ 心 線 が 損 傷 す る こ と は な い 。 さ ら に は 、 本 発
明 で は 、 切 欠 溝 が 光 フ ァ イ バ 心 線 に 向 け て 延 び て い て 、 切 欠 溝 を 光 フ ァ イ バ 心 線 の 直 上 位
置 ま で 延 ば す こ と が で き る の で 外 被 を 切 り 裂 い て 光 フ ァ イ バ 心 線 を 露 呈 さ せ る 作 業 が 容 易
に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 の 図 １ 及 び 図 ２ に も と づ き 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に お い て 紙 面 に 垂 直 な 方 向 に 長 く 延 び る 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ は 、 二 本 （ 二 心 ） の
光 フ ァ イ バ 心 線 ２ と 、 こ れ を 挟 む よ う に 位 置 す る 二 本 の 抗 張 力 線 ３ と を 有 し 、 こ れ ら の 光
フ ァ イ バ 心 線 ２ と 抗 張 力 線 ３ は 電 気 絶 縁 材 に 成 る 外 被 ４ に よ り 覆 わ れ て 保 護 か つ 支 持 さ れ
て い る 。 上 記 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ と 抗 張 力 線 ３ は そ れ ら の 軸 線 が 一 平 面 １ Ａ 上 に 位 置 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 抗 張 力 線 と し て は 、 例 え ば 、 鉄 線 、 鋼 線 さ ら に は Ｆ Ｒ Ｐ 等 が 使 用 さ れ 、 外 被 材 料 と
し て は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン や Ｐ Ｖ Ｃ （ ポ リ 塩 化 ビ ニ ル ） 等 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 外 被 ４ は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ そ し て 抗 張 力 線 ３ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 で の 外 形 が 、 図
１ に 見 ら れ る よ う に 、 上 記 一 平 面 １ Ａ に 平 行 な 外 側 面 ４ Ａ と 、 こ れ と 直 角 な 外 端 面 ４ Ｂ と
で 形 成 さ れ る 矩 形 状 を な し て い る 。 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ と 抗 張 力 線 ３ が 上 記 一 平 面 １ Ａ 上 に
配 さ れ て い る 関 係 上 、 図 １ に お い て 、 こ れ と 平 行 な 外 側 面 ４ Ａ の 方 が 外 端 面 ４ Ｂ よ り も 長
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 外 被 ４ に は 、 上 記 外 側 面 ４ Ａ に 開 口 部 ５ Ａ を 有 す る 切 欠 溝 ５ が 紙 面 に 垂 直 方 向 に 延
び て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 欠 溝 ５ は 、 図 １ に て 、 矩 形 断 面 の 対 角 線 上 に 位 置 す る 二 箇 所
に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 切 欠 溝 ５ は 、 開 口 部 ５ Ａ が 外 側 面 ４ Ａ の 端 部 寄 り 、 す な わ ち 外 端 面 ４ Ｂ 寄 り の 心 線
位 置 か ら で き る だ け 離 れ て 位 置 し て お り 、 外 側 面 ４ Ａ に 対 し て 直 角 方 向 に 延 び 、 そ の 後 、
直 角 に 屈 曲 し て 溝 内 部 ５ Ｂ が 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ の 方 へ 向 い て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 溝 内 部 ５ Ｂ の 先 端 は 上 記 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ の 直 上 ま で 達 し て い る 。 切 欠 溝 ５ の 溝 幅 は 、
本 実 施 形 態 で は 、 好 ま し い 形 態 と し て 、 開 口 部 ５ Ａ よ り も 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ は 、 使 用 の 際 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ の 接 続 の た め に 、 作
業 者 が 上 記 切 欠 溝 ５ の 溝 内 部 ５ Ｂ が 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ に 至 る よ う に 切 り 裂 い て 、 該 光 フ ァ
イ バ 心 線 ２ を 露 出 せ し め 、 こ れ を 所 定 の ケ ー ブ ル や 機 器 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ が 電 柱 等 で 空 中 に 架 設 さ れ た と き に は 、 セ ミ 、 特 に ク
マ ゼ ミ に よ る 被 害 を 受 け る こ と が あ る 。 ク マ ゼ ミ は 、 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル に 留 ま っ て 、 産
卵 を す る こ と が 、 し ば し ば あ る 。 産 卵 管 は 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 外 被 ４ 内 に 刺 し 込 ま れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル １ で は 、 ク マ ゼ ミ は 、 留 ま り や す い 開 口 部 ５ Ａ に て 産
卵 管 を 突 き 刺 す こ と が 考 え ら れ る 。 開 口 部 ５ Ａ は 外 被 ４ の 外 側 面 ４ Ａ 端 部 寄 り に 位 置 し て
い る の で 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ か ら 遠 く 離 れ て い て 産 卵 管 は 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ に 届 か な い 。
こ れ に 加 え 、 開 口 部 ５ Ａ は 上 記 一 平 面 １ Ａ に 対 し て 直 角 方 向 に 延 び て い る の で 、 産 卵 管 も
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こ の 方 向 に 刺 し 込 ま れ る よ う に 誘 導 さ れ る た め 、 産 卵 管 は 光 フ ァ イ バ 心 線 の 方 へ 向 く こ と
が な い 。 こ の 点 か ら も 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ が 産 卵 管 に よ っ て 損 傷 さ れ る こ と が な く な る 。 仮
に 、 図 ３ の よ う に 単 に 光 フ ァ イ バ 心 線 か ら 最 も 遠 い 、 と い う 理 由 か ら 、 図 ３ に 示 さ れ る よ
う に 、 外 端 面 ４ Ｂ に 開 口 部 が 位 置 す る よ う に 切 欠 溝 を 設 け る と 、 開 口 部 は 外 端 面 ４ Ｂ に 対
し て 直 角 方 向 、 す な わ ち 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 方 に 向 い て し ま う の で 、 産 卵 管 が そ の 方 向 に
向 い て し ま い 、 好 ま し く な い 。 し た が っ て 開 口 部 の 位 置 は 、 本 実 施 形 態 の ご と く 、 外 側 面
４ Ａ に あ っ て 、 光 フ ァ イ バ 心 線 か ら な る べ く 遠 い 位 置 に あ る の が 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 好 ま し い 形 態 と し て 、 溝 内 部 ５ Ａ が 開 口 部 ５ Ａ よ り も 溝 幅 が
狭 く な っ て い る の で 、 ク マ ゼ ミ が そ の 体 を 溝 内 部 ５ Ｂ 内 に 入 り 込 ま せ る こ と も な い 。 し た
が っ て 、 ク マ ゼ ミ は 上 記 開 口 部 ５ Ａ で 産 卵 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 仮 に 、 ク マ ゼ ミ が 外 被 ４ の 外 側 面 ４ Ａ 上 で 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ に 最 も 近 い 位 置 、 す な わ
ち 、 図 １ に て 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ の 直 上 位 置 に 留 ま っ た と し て も 、 上 記 外 側 面 ４ Ａ は 開 口 し
て い な い の で 、 上 記 外 側 面 ４ Ａ か ら 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ ま で は 十 分 に 距 離 が あ る た め に 、 産
卵 管 は 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ に は 届 か な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 切 欠 溝 ５ は 図 １ に て 実 線 で 示 さ れ た 位 置 そ し て 形 態 に は 限 定 さ れ な く
、 種 々 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 切 欠 溝 ５ は 、 図 に て 対 角 線 の 位 置 で な く 左 右 方 向 で 同
じ 側 に 設 け て も よ い 。 右 上 部 に て 実 線 で 示 さ れ た 切 欠 溝 ５ と 右 下 部 で 二 点 鎖 線 で 示 さ れ た
切 欠 溝 ５ ’ と で 成 っ て い て も よ い 。 ま た 、 左 下 部 に 二 点 鎖 線 で 示 さ れ て い る 切 欠 溝 ５ ” の
よ う に 溝 内 部 ５ ” Ｂ を 直 角 に 屈 曲 す る の で は な く 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ の 方 に 傾 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に は 、 例 え ば 、 図 １ の 右 上 部 に 示 さ れ て い る 切 欠 溝 ５ の 開 口 部 ５ Ａ を 外 側 面 ４ Ａ に
対 し て 直 角 に 延 ば さ ず に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ か ら 一 旦 遠 ざ か る 方 向 に 傾 い て 形 成 さ れ て い
て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 溝 内 部 は 、 ５ Ｂ や ５ ” Ｂ で 示 さ れ る よ う に 屈 曲 し て 延 ば す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 が 、 図 １ に て 図 示 し た 二 心 に 限 定 さ れ ず 、 単 心 で も 、 三 心 以
上 の 複 数 心 線 で も よ く 、 複 数 心 線 の 場 合 、 図 ２ の ご と く 、 複 数 の 心 線 を テ ー プ で ま と め た
テ ー プ 心 線 ２ ’ で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 軸 線 に 直 角 な 面 で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 他 の 実 施 形 態 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 と 対 比 さ れ る 好 ま し く な い 形 態 を 示 す 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 従 来 の 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 光 フ ァ イ バ ケ ー ブ ル
　 １ Ａ 　 一 平 面
　 ２ 　 光 フ ァ イ バ 心 線
　 ３ 　 抗 張 力 線
　 ４ 　 外 被
　 ４ Ａ 　 外 側 面
　 ５ 　 切 欠 溝
　 ５ Ａ 　 開 口 部
　 ５ Ｂ 　 溝 内 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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